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４ 進⾏波管 
進行波管は図 16 のような構造になっています。高周波電界と電子流との相

互作用によってマイクロ波の増幅を行います。また、空洞共振器がないので、

広帯域の信号の増幅が可能です。 

 

 

 

図 16 進行波管 
 

５ 増幅・発振回路 
⑴ 電⼒のデシベル計算 

電力をデシベルで表示するときは基本的に1 ሾ𝑚𝑊ሿを基準としたものを用い、

単位はሾ𝑑𝐵𝑚ሿを用います。電力の真数表示を𝑃 ሾ𝑚𝑊ሿ、デシベル表示を𝑋 ሾ𝑑𝐵𝑚ሿ
とすると、𝑋 = 10 logଵ଴ 𝑃の関係です。 

基本的に計算すれば出てきますが、以下のものを覚えておくと便利です。 

・0 ሾ𝑑𝐵𝑚ሿ = 1 ሾ𝑚𝑊ሿ 
・3 ሾ𝑑𝐵ሿ増幅すると２倍になる。 

・3 ሾ𝑑𝐵ሿ減衰すると 0.5 倍になる。 

・10 ሾ𝑑𝐵ሿ増幅すると 10 倍になる。 

・10 ሾ𝑑𝐵ሿ減衰すると 0.1 倍になる。 
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【例 25】 

（いずれの場合もlogଵ଴ 2 = 0.3とする。） 

①2 ሾ𝑊ሿは何ሾ𝑑𝐵𝑚ሿか。 

②出力電力が入力電力の 800 倍の場合になる増幅回路の利得は何ሾ𝑑𝐵ሿか。 

③電力利得が 18ሾ𝑑𝐵ሿの増幅器の出力電力の値が1.6 ሾ𝑊ሿのとき、入力電力の値

は何ሾ𝑚𝑊ሿか。 
 

＜解答＞ 

①2 ሾWሿ = 2 × 10ଷ ሾmWሿですので、公式にあてはめ、 

 10 logଵ଴ሺ2 × 10ଷሻ = 10ሺlogଵ଴ 2 + logଵ଴ 10ଷሻ = 10ሺlogଵ଴ 2 + 3 logଵ଴ 10ሻ 
 = 10ሺ0.3 + 3ሻ = 33 ሾdBmሿになります。 

②800 = 10ଶ × 2ଷとなります。10 倍で10 ሾdBሿ、２倍で3 ሾdBሿなので、 

 10 × 2 + 3 × 3 = 29 ሾdBሿです。 

③18 = 3 × 6なので、電力利得18 ሾdBሿは、2଺ = 64倍です。 

よって、入力電力は
1.664 = 0.025ሾWሿ = 25ሾmWሿです。 

 

  



アガルートアカデミー 第一級陸上特殊無線技士（無線工学） 

 

82 

⑵ 電圧のデシベル計算 

電圧をデシベルで表示するときは基本的に1 ሾ𝜇𝑉ሿを基準としたものを用い、

単位はሾ𝑑𝐵𝜇𝑉ሿを用います。電力の真数表示を𝑉 ሾ𝜇𝑉ሿ、デシベル表示を𝑋 ሾ𝑑𝐵𝜇𝑉ሿ
とすると、𝑋 = 20 logଵ଴ 𝑉の関係です。 

基本的に計算すれば出てきますが、以下のものを覚えておくと便利です。 

・0 ሾ𝑑𝐵𝜇𝑉ሿ = 1 ሾ𝜇𝑉ሿ 
・6 ሾ𝑑𝐵ሿ増幅すると２倍になる。 

・6 ሾ𝑑𝐵ሿ減衰すると 0.5 倍になる。 

・20 ሾ𝑑𝐵ሿ増幅すると 10 倍になる。 

・20 ሾ𝑑𝐵ሿ減衰すると 0.1 倍になる。 

※電界強度において、1 ሾ𝜇𝑉 𝑚⁄ ሿを基準としたሾ𝑑𝐵𝜇𝑉 𝑚⁄ ሿもありますが、電圧と同

様に考えます。 
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【例 26】 

（いずれの場合もlogଵ଴ 2 = 0.3とする。） 

①0.2 ሾ𝑚𝑉ሿは何ሾ𝑑𝐵𝜇𝑉ሿか。 

②出力電圧が入力電圧の 400 倍の場合になる増幅回路の利得は何ሾ𝑑𝐵ሿか。 

③0.1 ሾ𝑚𝑉 𝑚⁄ ሿはሾ𝑑𝐵𝜇𝑉 𝑚⁄ ሿか。 
 

＜解答＞ 

①0.2 ሾ𝑚𝑉ሿ = 2 × 10ଶ ሾ𝜇𝑉ሿですので、公式にあてはめ、 

20 logଵ଴ሺ2 × 10ଶሻ = 20ሺlogଵ଴ 2 + logଵ଴ 10ଶሻ 
= 20ሺlogଵ଴ 2 + 2 logଵ଴ 10ሻ = 20ሺ0.3 + 2ሻ = 46 ሾ𝑑𝐵𝜇𝑉ሿになります。 

②400 = 10ଶ + 2ଶとなります。 

 10 倍で20 ሾ𝑑𝐵ሿ、２倍で6 ሾ𝑑𝐵ሿなので、20 × 2 + 6 × 2 = 52 ሾ𝑑𝐵ሿです。 

③0.1 ሾ𝑚𝑉 𝑚⁄ ሿ = 10ଶሾ𝜇𝑉 𝑚⁄ ሿですので、公式にあてはめ、 

20 logଵ଴ሺ10ଶሻ = 20ሺlogଵ଴ 10ଶሻ = 20ሺ2 logଵ଴ 10ሻ 
= 20 × 2 = 40 ሾ𝑑𝐵𝜇𝑉ሿになります。 

 

  




